
          

 

 

 

 

「みんながなかよく高め合って、たくましく輝く致芳校をつくろう」 
 

新年あけましておめでとうございます。元気で明るい笑顔が学校に帰ってきました。３学期の

始まりです。今年の干支は「壬寅（みずのえとら）」。「新しく立ち上

がる」「生まれたものが成長する」という縁起のいい干支だというこ

とです。新しい芽が「成長する」新しい日常が「始まる」年になって

ほしいと思います。始業式で子どもたちにも、「コロナ禍で人と関わ

ることを避けなければならなかった。しかし一番大切なものこそ『人

との関わり』だと気づいた。今年は寅年、新しい目標を立てて挑戦する１年にしてほしい。失敗す

ることもある。でも一番後悔するのはそこから立ち上がらず何も

しないで逃げてしまうこと。失敗を恐れず挑戦していこう」と話

しました。保護者の皆様、地域の皆様と一緒により良いコミュニ

ティ・スクール致芳小学校にしていくよう努力してまいります。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

児童代表 ２年生 

ぼくは３学がっきにがんばりたいことが３つあります。１つ目はじしゅ学習です。２学きは、

じしゅ学習をがんばろうと思っても、少ししかできませんでした。だから３学期は大きな数の計

算やまちがえやすいかん字などのじしゅ学習を休まずにつづけたいと思います。 

２つ目はなわとびです。ぼくはまだ前とびで１分間とぶことができませ

ん。どうしてかというと、とぶ時に高くジャンプしたり、手首を上手にまわ

していなかったりしていたからです。だからたくさん練習して１分以上長

くとべるようになりたいです。 

３つ目は生活リズムをくずさないことです。冬はインフルエンザなども

かかりやすくなるので、びょうきをよぼうするためにも生活リズムをまも

りたいと思います。そして４月には下きゅう生にたよられる、だれにでも

やさしい３年生になりたいです。 

 

 

コミュニティ・スクール 

長井市立致芳小学校だより 
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校是 「和致芳」 
 



１２日からスキー教室が始まりました。道照寺平スキー場で２年生以上の児童がスキー授業を

行います。この日は時々強風が吹きましたが、最後まで楽しくたくさん滑ることができました。

雪国の楽しみの一つはスキーです。ロープで上まで登るにはコツ

が必要で、低学年の子どもにはちょっと大変ですが、滑り降りて

くる心地よさを考えたら、頑張ることができます。今年もたくさ

んの保護者の皆様・地域の皆様のご協力のおかげで、授業を行う

ことができます。「上手に滑れるよ

うになって楽しかった」「もっと滑

りたい」こんな言葉が聞かれると嬉しくなります。本当にありがと

うございます。せっかく山形に育ったのだから「スキーできるの？」

と聞かれたら「まあ、少しはね！」と答えられるようになりたいも

のです。ゆっくりでもいいので自分で

スピードをコントロールして、行きたい方向に曲がって、頂上から

滑り降りてくることが目標です。スキーは生涯にわたって楽しむこ

とができるスポーツです。休日などには道照寺平スキー場にも親子

で出かけてみてください。 

書き初めの起源は江戸時代、幕府の要職につくための試験は書とそろばんのみで字が上手なこ

とが大事にされていたとのことです。習い事は新年の初めに行うことで上達するといわれている

ので、書道でも書き初めを行うようになったということです。７日に校内書き初め会が行われま

した。全校生が体育館に集まって開会した後、１・２年生は教室で硬筆、３～６年生は毛筆で書き

初めを行いました。みんなが真剣に取り組み、心を込めて集中して書いている静かなひとときは

とても豊かな時間と空間だと感じました。 

 

 

 

 

 

  

致芳小学校のホームページ・ブロ

グでも子ども達の様子をお知らせ

しています。こちらのQRコード

からどうぞ。 


